
１７．鞍掛山麓千枚田保存会

棚 田 名 四谷千枚田

所在地 愛知県新城市四谷

百選等の認可 棚田百選、平成21年度田園自然再生活動コンクール農林水産大臣賞受賞

棚田の概要 1296枚　耕作率44%

保 全 団 体 鞍掛山麓千枚田保存会

設 立 年 1996年（平成8年）

沿  　革
耕作放棄が進む事態に危機感をつのらせ、千枚田の保存活動を通じて農業労働力の確保と
農業振興及び地域の活性化を図るため組織されたグループ

代 表 者 会長　小山泰弘

連絡窓口 保存会顧問 小山舜二　電話05363-5-0747　E-mail:s-koyama@tees.jp 　

会    員 28名

主要ﾒﾝﾊﾞ- 小山泰弘、林義明、小山舜二、村雲伸一、松下誠　ほか

拠点施設等 やまびこの里

  ポリシー 又は  
活動の方向性

棚田の保全を図るため、都市住民・企業などからボランティアを積極的に受け入れるが、
棚田オーナー制は地元農家の負担が大きいため実施していない

活 動 状 況

運営資金

広報ツール 四谷千枚田だより

協力者 連谷お助け隊、連谷小学校、田吾作

連谷小学校出前授業

棚田米販売 なし

特産品開発

直売所 あり

定期的イベント 「田植え体験」「稲刈り体験」「生き物観察会」

地 域 の 状 況

直接支払の状況

田吾作：耕作放棄地を借りて減農薬、有機栽培での耕作に極力努める。

連谷お助け隊：景観整備、耕作支援、地域活性化、都市農村交流活動などをサポート

連谷小学校（れんこくしょうがっこう）：学校田で農業体験や食育に取り組む

後継者対策

Ｉ・Ｕ・Ｊ・Ｏターン

ボランティア受入

行政の支援

第11回棚田サミット開催（緑と水と心のオアシス）2005年

　　市民交流制度  　　 
（オーナー制度など）

  地域おこし　　　　
　グループ 等

備考


